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福
岡
の
『
勧
農
社
』（
社
長　

林
は
や
し
え
ん遠

里り

）
か
ら
社
員
原
田
勝
三
郎
を
米

作
改
良
教
手
と
し
て
雇
い
、
模
範

田
で
指
導
に
あ
た
ら
せ
ま
し
た
。

明
治
二
十
八
年
頃
か
ら
各
郡
下
で

も
福
岡
か
ら
農
事
教
師
を
迎
え
て

福
岡
農
法
の
導
入
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
際
に
指
導
さ
れ
た
の
が

塩
水
選
種
・
短
冊
苗
代
・
雁が
ん
づ
め爪
に

よ
る
中
耕
除
草
と
と
も
に
、
深
耕

に
よ
っ
て
土
地
の
改
良
を
進
め
米

の
増
収
を
は
か
る
、
犂
を
使
っ
た

耕
耘
方
法
で
す
。
そ
れ
ま
で
農
民

は
鍬
で
田
畑
を
耕
し
て
き
ま
し
た

が
、
深
耕
が
効
率
的
に
で
き
る
耕

耘
農
具
と
し
て
農
事
教
師
に
よ
っ

て
教
え
ら
れ
た
の
が
「
馬ば

耕こ
う

器き

」

と
よ
ば
れ
た
抱か
か
え
も
っ
た
て
す
き

持
立
犂
で
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
長
野
県
に
馬
に
よ

る
蓄
力
犂
が
ひ
ろ
が
り
は
じ
め
ま

し
た
。
小
県
郡
に
派
遣
さ
れ
た
勧

農
社
員
古
川
列
一
と
と
も
に
福
岡

農
法
を
教
え
て
い
た
松
山
原
造（
明

治
八
年
―
昭
和
三
十
八
年
）
は
、

指
導
の
傍
ら
犂
の
考
案
試
作
を
重

ね
て
犂
先
を
左
右
自
在
に
反
転
で

き
る
回
転
装
置
を
付
け
て
平
面
耕

が
容
易
に
で
き
る
犂
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。「
単た
ん
ざ
ん

双そ
う
よ
う
り

用
犂
」
と
名
付

け
特
許
を
取
得
し
、
明
治
三
十
五

年
に
松
山
株
式
会
社
の
前
身
で
あ

る
「
単

双
用
犂
製
作
所
」（
明
治

三
十
九
年　

松
山
犂
製
作
所
に
改

称
）
を
創
業
し
ま
し
た
。

　

明
治
三
十
年
代
後
半
と
も
な
る

と
全
国
に
福
岡
農
法
の
普
及
と
と

長
野
県
の
犂
耕
の
は
じ
ま
り

　

明
治
維
新
後
、
農
業
政
策
の
中

心
は
稲
作
技
術
の
改
良
普
及
に
よ

る
米
の
増
産
で
し
た
。
長
野
県
に

お
い
て
は
進
歩
的
な
農
業
技
術
を

取
り
入
れ
る
た
め
、
明
治
二
十
五

年
に
県
の
勧
業
課
は
稲
作
改
良
実

業
教
師
の
養
成
派
遣
結
社
で
あ
る

　

平
成
二
十
六
年
三
月
に
Ｊ
Ａ
全

農
長
野
農
業
機
械
課
農
業
機
材
部

品
セ
ン
タ
ー
か
ら
十
四
点
の
耕
耘

農
具
が
（
公
財
）
松
山
記
念
館
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
長
野
県
内
で

使
用
さ
れ
た
耕
耘
農
具
を
収
集
し

保
管
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

蓄
力
用
犂
で
は
、
井
上
式
単
用

犂
・
古
川
式
双
用
犂
・
筑ち
く
ま摩
式
双

用
犂
・
松
山
式
双
用
犂
二
点
・
上

田
式
双
用
犂
・
高
北
式
双
用
犂
・

日ひ

の
本も
と

式
双
用
犂
・
踏ふ
み

鋤す
き
二
点
・

双
用
新
松
山
犂
（
山
形
県
米
澤
の

松
山
犂
模
造
品
）
・
不
詳　

双
用

押お
し
た
て立
犂
が
あ
り
、
歩
行
型
ト
ラ
ク

タ
用
犂
で
は
松
山
Ｍ
Ｒ-

39
Ｄ
・
松

山
Ｍ
Ｒ-

45
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
下
高
井
郡
延え
ん
と
く徳
地
方

で
使
用
さ
れ
た
と
い
う
井
上
式
犂

と
安
曇
野
で
多
く
使
わ
れ
た
古
川

式
犂
・
筑
摩
式
犂
に
つ
い
て
蓄
力

犂
が
普
及
し
て
い
く
中
で
考
案
販

売
の
経
緯
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
調
べ
て
み
ま
し
た
。

抱持立犂（松山記念館蔵）

犂製造者の所在地

北安曇郡

南安曇郡
古川式改良犂製造所

東筑摩郡
筑摩犂製作所

下高井郡
井上亀吉宅

小県郡
松山犂製作所

単 双用犂とその部位の名称

長
野
県
の
犂
製
造
者
　
そ
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

学
芸
員
　
田
中
　
壽
子
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か
ら
鳥と
ば羽
犂
（
五
一
二
台
）
と
真ま

ま々

部べ

犂
（
六
台
）
が
古
川
犂
を
呼
称

し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

古
川
犂
は
、
大
正
末
期
ま
で
に
鳥

羽
犂
・
真
々
部
犂
を
合
わ
せ
て
五
一

八
台
普
及
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

郡
市
別
の
普
及
状
況
を
み
る
と
鳥

羽
犂
・
真
々
部
犂
は
、
東
筑
摩
郡

に
三
六
八
台
と
北
安
曇
郡
に
一
五
〇

台
も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

井
上
式
犂

　

井
上
式
犂
は
、
中

野
町
下
小
田
中
（
現

中
野
市
小こ
だ
な
か
田
中
）
の

井
上
亀
吉
（
慶
応
三

年
―
昭
和
十
六
年
）

と
そ
の
息
子
の
井
上

春し
ゅ
ん（
明
治
二
十
八
年

―
昭
和
四
十
九
年
）

が
作
っ
た
犂
で
す
。

　

井
上
亀
吉
の
孫

桑
原
あ
つ
み
さ
ん
か

ら
犂
を
作
っ
て
い
た

頃
の
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

亀
吉
は
農
業
の
傍
ら

四
十
代
か
ら
犂
を
作

り
は
じ
め
、
近
隣
の

人
が
持
っ
て
く
る
根
の
曲
が
っ
た
杉

の
木
を
買
い
取
っ
て
犂
を
拵
え
、

犂
先
は
中
野
市
東
町
に
あ
っ
た
小

口
鍛
冶
屋
か
ら
仕
入
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
犂
作
り
は
冬
仕
事
に
し

て
い
て
、
犂
作
り
や
犂
修
理
と
と

も
に
、
鍬
の
柄
や
下
駄
の
歯
も
作
っ

た
そ
う
で
す
。
亀
吉
と
と
も
に
犂

を
作
っ
た
井
上
春
は
、
手
先
が
器

用
で
後
に
は
父
の
作
る
犂
よ
り
も

評
価
が
高
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
井
上
亀
吉
父
子
は
ど
ん
な
犂

も
に
改
良
犂
が
各
地
で
考
案
製
造

さ
れ
は
じ
め
、
明
治
四
十
四
年
の

帝
国
農
会
全
国
農
具
展
覧
会
開
催

に
み
る
よ
う
に
進
歩
的
優
良
農
具

の
紹
介
が
さ
れ
て
在
来
犂
の
改
良

が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

【 

大
正
末
期　

長
野
県
の
犂
普
及

状
況
】

　

『
大
正
十
五
年
「
改
良
農
具
ニ

関
ス
ル
調
査
」
長
野
県
』（
松
山
記

念
館
蔵
）
で
は
大
正
十
四
年
末
の

改
良
犂
の
長
野
県
内
の
普
及
状
況

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
時

の
県
下
普
及
の
第
一
位
は
松
山
犂

で
六
、九
六
三
台
、
以
下
に
上
田
の

上
田
犂
（
一
、
三
八
五
台
）・
稲
荷

山
の
山
崎
犂
（
五
二
八
台
）
に
次

い
で
鳥
羽
犂
（
五
一
二
台
）、
諏
訪

の
植
松
犂
（
四
六
〇
台
）、
松
本
の

波
多
犂
（
四
三
〇
台
）、
下
高
井
郡

の
藤
澤
犂
（
二
七
〇
）
が
追
っ
て
い

ま
す
。

長
野
県
の
改
良
農
具
調
査
か
ら
わ

か
る
井
上
犂
と
古
川
犂
の
普
及

　

井
上
犂
は
、
抱
持
立
犂
が
多
く

普
及
し
た
下
高
井
郡
に
三
五
台
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
下
高
井
郡
に
は

井
上
犂
と
と
も
に
藤
澤
犂
（
山
ノ

内　

戸
狩
）
も
普
及
し
ま
し
た
。

藤
澤
犂
は
犂
の
改
良
を
重
ね
、
ま

た
広
告
宣
伝
に
力
を
入
れ
た
こ
と

か
ら
井
上
犂
を
上
回
る
普
及
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

　

古
川
犂
は
、
後
述
す
る
製
造
地

郡
市
別
改
良
犂
調
べ

東
筑
摩
郡

　

松
山
（
九
四
六
）
福
岡
（
六
）
松
崎
（
二
六
）
鳥
羽
（
三
六
二
）

　

波
多
（
四
三
〇
）栗
林（
一
八
九
）堀
末（
一一
八
）改
良（
五
六
）

　

野
村
（
四
五
）
軽
便
改
良
（
二
〇
）
真
々
部
（
六
）
仙
十
（
四
）

　

寺
島
（
一
）
磯
風
（
一
）

北
安
曇
郡

　

 

松
山
（
九
二
四
）
上
田
（
三
二
二
）
山
崎
（
一
四
〇
）
鳥
羽
（
一

五
〇
）

下
高
井
郡

　

 

松
山
（
八
二
一
）
上
田
（
五
九
）
福
岡
（
二
五
）
山
崎
（
一一
）

吉
田
（
七
）
春
山
（
一
五
四
）
藤
澤
（
二
七
〇
）
高
山
（
八
）

櫻
井
（
四
）
抱
持
立
（
二
五
）
井
上
（
三
五
）
押
持
（
八
）

武
田
（
六
三
）
ド
グ
レ
ス
ハ
ロ
ウ
（
一
）
秋
澤
（
一
）

大
正
十
五
年
　
「
改
良
農
具
ニ
関
ス
ル
調
査
　
長
野
県
」
よ
り
抜
粋

改
良
犂
調　
　

大
正
十
四
年
末　
　

松
山
犂 

六
九
六
三 

春
山
犂 

一
七
四

不
明 

一
五
八
二 

吉
田
犂 

一
二
三

上
田
犂 

一
三
八
五 

堀
末
犂 

一
一
八

山
崎
犂 

五
二
八 

武
田
犂 

六
三

鳥
羽
犂 

五
一
二 

改
良
犂 

五
六

植
松
犂 

四
六
〇 

八
木
澤
犂 

五
五

波
多
犂 

四
三
〇 

野
村
犂 

四
五

藤
澤
犂 

二
七
〇 

井
上
犂 

三
五

小
池
犂 

二
〇
〇 

松
崎
犂 

三
四

栗
林
犂 

一
八
九 

福
岡
犂 

三
二

 
 

  

以
下
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
数　

一
三
、
四
七
七
台

井上亀吉　昭和8年ごろ
井上貴瑛氏所蔵

井上　春　昭和16年
井上貴瑛氏所蔵
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の
あ
る
「
押
立
犂
」
に
犂
床
裏
金
と
曲

面
の
犂
へ
ら
を
付
け
た
「
深
徳
大
間
犂
」

を
製
造
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

下
高
井
郡
が
勧
農
社
か
ら
福
岡

農
法
を
教
え
る
草
場
浅
吉
を
招
聘

し
た
の
が
明
治
二
十
八
年
三
月
で

す
。
草
場
浅
吉
に
よ
っ
て
抱
持
立

犂
の
普
及
が
始
ま
り
そ
の
後
、
抱

持
立
犂
の
犂
先
を
作
っ
て
い
た
礒

野
鋳
造
所
や
深
見
鋳
造
所
が
完
成

犂
を
考
案
し
て
製
造
し
た
押
持
立

犂
が
普
及
し
て
い
く
な
か
で
、
井

上
亀
吉
は
抱
持
立
犂
を
改
良
し
た

独
自
な
井
上
式
犂
を
製
作
し
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

古
川
式
犂

　

古
川
式
犂
を
製
造
し
た
古
川
榮

一
郎（
明
治
四
年
―
昭
和
十
七
年
）

は
、
安
曇
郡
上か
み
と
ば
鳥
羽
村
（
安
曇
野

市
豊
科
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
父

志し
づ津
弥や

は
代
々
庄
屋
を
務
め
た
本

家
か
ら
分
家
し
、
宮
大
工
を
生な
り
わ
い業

と
し
ま
し
た
。
倭や
ま
と小
学
校
や
穂
高

神
社
の
建
立
に
関
わ
り
穂
高
神
社

の
彫
物
図
面
帳
は
今
も
古
川
家
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
榮
一
郎
は
父
の

家
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
廃

仏
毀
釈
令
な
ど
に
よ
り
次
第
に
仕

事
が
少
な
く
な
り
、
宮
大
工
の
仕

床
裏
と
す
る
改
良
が
行
わ
れ
て

い
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

大
正
十
三
年
末
の
長
野
県
の
犂

普
及
調
べ
を
み
る
と
、
井
上
式
犂

は
下
高
井
郡
だ
け
に
三
十
五
台
普

及
し
て
い
る
こ
と
が
み
え
ま
す
。

ま
た
他
郡
に
な
い
特
徴
と
し
て
抱

持
立
犂
二
十
五
台
や
押
持
立
犂
八

台
な
ど
抱
持
立
犂
系
統
の
犂
が
使

わ
れ
続
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

礒
野
鋳
造
所
が
明
治
三
十
二
年
か
ら

製
造
し
た
大お

お
ま間

改
良
犂
は
、
抱
持
立
犂

を
改
良
し
た
短
床
の
あ
る
「
押お

し

持も
っ
た
て立

犂
」

に
一
枚
の
彎
曲
し
た
鋳
鉄
板
を
付
け
犂

へ
ら
と
し
、
犂
床
裏
金
に
は
細
い
鋳
鉄

製
の
床
摺
り
を
付
け
て
い
ま
す
。
深
見

鋳
造
所
で
は
明
治
三
十
三
年
か
ら
短
床

に
地
盤
と
の
摩
擦
に
強
く
す
る
改

良
の
痕
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

旧
豊
田
村
資
料
館
の
も
の
は

押お
し
た
て立
犂
で
抱
持
立
犂
と
同
型
の
犂

先
が
付
い
て
い
ま
す
。
犂
床
の
裏

金
は
な
く
、
犂
へ
ら
は
曲
面
の
あ

る
長
方
形
平
板
を
付
け
て
い
た
痕

跡
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
井
上
式
犂

は
、
初
め
の
頃
は
犂
釣
に
線
金
製

金
具
を
丸
く
し
た
も
の
を
付
け
牽

引
し
て
い
ま
し
た
が
、
後
に
松
山

犂
と
同
じ
犂
釣
金
具
に
換
え
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た

地
面
と
の
摩
擦
を
少
な
く
す
る
た

め
に
床
裏
を
覆
う
鋳
鉄
を
施
す
よ

う
に
な
り
、
そ
の
後
、
硬
質
な
細

切
れ
の
鉄
板
を
打
ち
付
け
堅
牢
な

を
作
っ
て
き
た
の
か
、
中
野
市
の
い

く
つ
か
の
収
蔵
施
設
に
保
管
さ
れ

て
い
る
犂
の
中
か
ら
井
上
式
犂
を

探
し
、
松
山
記
念
館
に
寄
贈
さ
れ

た
犂
と
見
比
べ
て
み
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
井
上
式
犂
は
、
抱

持
立
犂
の
形
態
に
近
い
も
の
で
す

が
舵
取
り
の
柄
が
右
手
に
付
き
、

抱
持
立
犂
の
犂
先
に
曲
面
の
あ
る

鋳
鉄
製
長
方
形
平
板
の
犂
へ
ら
を

付
け
て
い
ま
す
。
犂り

箭せ
ん

は
深
耕
の

調
節
が
自
由
に
で
き
る
「
丸
ボ
ル

ト
」（
松
山
犂
で
は
特
許
出
願
当
初

（
明
治
三
十
四
年
）
か

ら
使
用
し
て
い
る
が
、

深
見
鋳
造
所
で
は
大

正
初
年
か
ら
、
磯
野
鋳

造
所
で
は
大
正
四
年

く
ら
い
か
ら
装
着
）
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
犂
床
裏
に
鋳

鉄
製
の
床
摺
り
を
付
け
て
牽
引
抵

抗
を
小
さ
く
す
る
工
夫
が
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
犂す
き

釣つ
り
（
は
づ
な
）
は
、

抱
持
立
犂
に
あ
っ
た
木
の
突
起
か

ら
丸
い
金
具
（
線
金
製
金
具
を
丸

く
し
た
も
の
を
装
着
）
に
換
え
る

改
良
が
さ
れ
、
強
い
牽
引
に
耐
え

る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　

旧
中
野
市
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ

て
い
る
井
上
式
犂
の
中
に
犂
床
に

は
細
い
鉄
板
を
四
枚
付
け
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
更

鋳鉄を付けた犂床裏

旧中野市立博物館収蔵の井上式犂
　犂床裏　

寄贈された井上式犂

犂床部分
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事
か
ら
普
及
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
の
犂
の
製
作

に
移
行
し
た
そ
う
で
す
。

明
治
四
十
一
年
に
左
右

耕
起
可
能
な
改
良
犂
の

製
造
を
は
じ
め
、
明
治

四
十
三
年
群
馬
県
主
催

一
府
十
四
県
共
進
会
に
出
品
し
三

等
賞
銅
牌
、
明
治
四
十
四
年
帝
国

農
会
主
催
全
国
農
具
展
覧
会
で
四

等
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
榮
一

郎
の
孫
の
古
川
靖
子
さ
ん
の
お
話

に
よ
る
と
、
上
鳥
羽
の
生
家
で
創

業
し
、
後
に
真ま

ま々

部べ

に
家
を
買
い

作
業
場
を
移
し
て
昭
和
二
十
年
代

は
親
戚
の
人
と
近
所
の
人
の
二
人

に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
た
く

さ
ん
の
注
文
を
受
け
出
荷
し
て
い

た
そ
う
で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
古
川
式
犂
は
製
造

初
期
の
も
の
と
み
ら
れ
、
犂
床
は

面
取
り
さ
れ
た
木
造
で
「
抱
持
立

犂
」
犂
先
の
造
作
を
加
え
て
い
ま

す
。
レ
バ
ー
を
左
右
に
動
か
す
こ

と
に
よ
っ
て
犂
床
が
傾
い
て
そ
の
先

端
に
付
い
た
犂
先
も
傾
く
作
用
で
、

犂
床
上
面
に
付
け
た
蝶
番
の
心
棒

を
軸
に
犂
身
の
底
部
と
連
結
し
反

転
を
円
滑
に
す
る
工
夫
を
し
て
い

ま
す
。

　

古
川
榮
一
郎
が
起
業
し
た
犂
製

造
は
、
古
川
家
に
残
さ
れ
た
一
枚
の

写
真
に
よ
っ
て
「
古
川
式
改
良
犂

製
造
所
」
と
看
板
を
か
か
げ
商
売

を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

こ
の
写
真
は『
長
野
県
肖
像
録
』

（
大
正
十
二
年
八
月
発
行
）
と
と

も
に
、
古
川
家
に
保
管
さ
れ
て
き

た
も
の
で
す
。
写
真
は
『
長
野
県

肖
像
録
』
掲
載
の
も
の
と
同
一
な

の
で
、
こ
の
肖
像
録
掲
載
の
た
め

に
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
写
真
を
拡
大
し
て
み
る
と
、

木
造
の
短
床
を
も
っ
た
記
念
館
に

寄
贈
さ
れ
た
も
の
と
同
型
の
犂
が

写
っ
て
い
ま
す
。
金
属
部
位
が
取

り
付
け
ら
れ
る
前
の
犂
が
並
び
、

後
ろ
に
一
台
、
同
型
の
完
成
品
が

あ
り
ま
す
。
今
も
古
川
家
に
残
る

明
治
四
十
四
年
帝
国
農
会
主
催
全

国
農
具
展
で
受
賞
し
た
と
き
と
同

じ
賞
状
を
犂
の
上
に
載
せ
撮
影
さ

れ
て
い
る
の
が
み
え
ま
す
。

　

こ
の
写
真
か
ら
大
正
十
二
年
頃

も
記
念
館
寄
贈
犂
と
同
型
の
犂
を

製
造
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

元
の
所
有
者
は
大
町
市
常
盤
の

農
家
と
い
う
記
念
館
寄
贈
犂
は
、

の
ち
に
横
柄
を
犂
轅
上
部
に
付
け

直
す
造
作
が
し
て
あ
り
、
元
の
横

大正12年　古川式改良犂製造所前にて
籠は２階の養蚕用具製造者のもの

（中央が古川榮一郎）
古川光威氏所蔵写真の拡大部分

明治44年帝国農会全国農具展覧会出品の
古川式改良犂 『日本農具図説図譜』より

横柄の穴が残る犂身

古川犂　付け直された横柄

寄贈された古川式犂
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し
た
時
期
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

筑
摩
式
犂　

　

寄
贈
さ
れ
た
「
筑
摩
式
双
用
犂

革
新
２
号
」
は
、
犂
床
に
床
し
ょ
う
き
ょ
う筐
を

設
え
た
金
属
製
の
完
全
な
犂
床
を

持
つ
こ
と
に
よ
り
堅
牢
で
牽
引
抵

抗
の
少
な
い
こ
と
を
特
長
に
掲
げ

て
促
販
が
は
か
ら
れ
た
犂
で
す
。

　

筑
摩
式
双
用
犂
を
製
造
し
た

筑ち
く
ま摩
犂す
き

製
作
所
（
現　

チ
ク
マ
ス

キ
）
は
、
昭
和
三
年
に
開か
い
じ
ま嶋
熊
雄

が
松
本
市
芳よ
し
か
わ川
に
創
業
し
、
現
在

も
創
業
地
に
続
い
て
い
ま
す
。

　

開
嶋
熊
雄
（
明
治
二
十
九
年
―

昭
和
三
十
三
年
）
は
、
家
業
と
し

て
い
た
養
蚕
業
の
桑
園
管
理
に
米

国
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ハ
ー
ベ
ス

タ
ー
会
社
製
の
カ
ル
チ
ベ
ー
タ
（
畑

用
蓄
力
除
草
機
）
を
購
入
し
て
畑

の
中
耕
除
草
作
業
に
取
り
入
れ
、

合
理
的
な
作
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
大
正
十
三
年
の
こ
と
で
す
。

ま
も
な
く
こ
の
カ
ル
チ
ベ
ー
タ
を
輸

入
し
て
各
地
に
販
売
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
犂
が
一
台
十
円
だ
っ

た
当
時
、
こ
の
カ
ル
チ
ベ
ー
タ
は
三

十
五
円
で
し
た
。

　

カ
ル
チ
ベ
ー
タ
販
売
の
傍
ら
大

正
十
四
年
か
ら
犂
の
試
作
を
重
ね
、

昭
和
三
年
に
地
域
の
名
を
冠
し
た

筑
摩
犂
製
作
所
を
創
業
し
ま
し
た
。

　

「
革
新
２
号
」
は
、
昭
和
二
十

八
年
の
「
筑
摩
式
農
機
具
小
売
価

格
表
」
に
「
革
新
３
号
」
と
並
ん

で
載
っ
て
い
る
の
で
、
昭
和
二
十
八

年
以
前
に
販
売
が
始
ま
っ
て
い
て

当
時
盛
ん
に
売
ら
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
昭
和
三
十
一
年

に
カ
ル
チ
ベ
ー
タ
と
と
も
に
「
革
新

１
号
」「
革
新
２
号
」
犂
が
長
野
県

奨
励
農
機
具
に
認
定
さ
れ
、
こ
れ

に
よ
り
販
路
が
一
層
ひ
ろ
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

ま
た
昭
和
三
十
年
ご
ろ
か
ら
モ

ロ
コ
シ
の
粒
を
落
と
す
「
モ
ロ
コ
シ

脱
粒
機
」
を
製
造
し
各
地
に
出
荷

さ
れ
、
南
ア
フ
リ
カ
・
東
南
ア
ジ
ア

方
面
へ
も
輸
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
二
代
目
の
達
雄
（
大
正
九

年
―
平
成
二
十
五
年
）
は
チ
ク
マ

テ
ィ
ラ
ー
製
造
や
ワ
サ
ビ
大
根
な

柄
が
付
い
て
い
た
場
所
は
穴
が
開

い
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。後
年
、

所
有
者
か
製
造
元
で
改
良
が
加
え

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

安
曇
野
の
農
耕
具
を
収
集
し
保

管
し
て
い
る
安
曇
野
市
豊
科
郷
土

博
物
館
の
古
川
式
犂
二
点
は
、
犂

底
に
鉄
材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

昭
和
期
に
入
る
と
古
川
式
犂
は
、

犂
底
に
鉄
金
具
を
使
用
し
た
よ
う

で
す
。

　

ま
た
安
曇
野
市
豊
科
郷
土
博
物

館
は
〈
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ　

改

良
型
〉
の
刻
印
の
あ
る
古
川
式
犂

も
所
管
し
て
い
ま
す
。
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
標
記
の
刻
印
か
ら
東
南
ア

ジ
ア
な
ど
海
外
向
け
の
犂
を
製
造

昭和期　安曇野地方に普及した古川犂
安曇野市豊科郷土博物館展示
この犂も犂身に穴が残る

創業者　開嶋熊雄（昭和3年）
開嶋　均氏所蔵

輸入し各地へ販売した
インターナショナルカルチベータとともに
　　（中央　開嶋熊雄）｢我が一代記」より

寄贈された「筑摩式双用犂　革新2号」
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五
月
二
日
に
東
筑
摩
郡
波
多
村
へ

養
父
田
中
新
太
郎
の
手
が
け
た
黒

川
堰
の
開
通
式
に
立
ち
会
う
た
め

に
行
き
、
こ
の
折
に
考
案
し
た
双

用
犂
の
普
及
を
は
か
ろ
う
と
前

も
っ
て
波
多
村
に
送
付
し
て
お
い

た
犂
を
開
通
式
の
翌
日
に
東
筑
摩

郡
農
事
巡
回
教
師
で
あ
っ
た
長
沼

信
吉
に
試
用
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
評
価
を
得
た
こ
と
か
ら
単

双
用
犂
の
東
筑
摩
郡
へ
の
普
及

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

古
川
榮
一
郎
の
犂
が
ど
の
よ
う

に
し
て
考
案
さ
れ
た
の
か
経
緯
が

不
明
で
す
が
、
隣
接
す
る
東
筑
摩

郡
に
松
山
原
造
の
双
用
犂
が
明
治

三
十
四
年
に
は
導
入
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
古
川
榮
一
郎
の
犂
は
、
明

治
四
十
四
年
一
月
、
静
岡
県
農
具

審
査
会
に
お
い
て
松
山
原
造
の
単

双
用
犂
と
と
も
に
犂
部
門
十
点

に
選
ば
れ
、
ま
た
明
治
四
十
四
年

五
月
の
帝
国
農
会
全
国
農
具
展
覧

会
に
お
い
て
も
古
川
式
改
良
犂
は

四
等
賞
を
受
賞
し
蓄
力
犂
の
改
良

が
進
む
時
期
に
考
案
が
評
価
さ
れ

た
こ
と
は
注
目
に
値
す
べ
き
こ
と

で
す
。

　

古
川
式
犂
が
考
案
さ
れ
る
前
の

安
曇
野
平
に
は
、
越え
っ
ち
ゅ
う中犂
が
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
安
曇
野
市
豊
科

郷
土
博
物
館
所
管
の
犂
を
み
る
と

九
州
肥
後
系
の
形
態
を
有
す
る
三み
つ

塚づ
か

犂
（
三
塚
良
之
助　

富
山
市
愛

宕
町
）
が
三
点
も
あ
り
ま
す
。
福

岡
農
法
の
導
入
が
始
ま
っ
た
時
期

に
前
後
し
て
安
曇
野
に
は
九
州
肥

後
系
の
形
態
を
も
っ
た
越
中
犂
が

恐
ら
く
北
陸
か
ら
千
国
街
道
を
通

じ
て
も
た
ら
さ
れ
使
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
推
し
量
れ
ま
す
。

　

福
岡
か
ら
勧
農
社
社
員
が
派
遣

さ
れ
た
の
は
、
南
安
曇
郡
へ
は
高

田
惣
三
郎
が
明
治
二
十
七
年
九
月

か
ら
、
東
筑
摩
郡
へ
は
長
沼
信
吉

が
明
治
二
十
八
年
十
二
月
か
ら
で

す
。
越
中
犂
や
抱
持
立
犂
が
使
わ

れ
て
い
く
中
で
、
東
筑
摩
郡
か
ら

松
山
原
造
が
発
明
し
た
「
単

双

用
犂
」
の
普
及
が
始
ま
り
、
な
ん

ら
か
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
古
川
榮
一

郎
は
独
自
の
双
用
犂
を
製
作
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

明
治
二
十
五
年
の
福
岡
県
か
ら

の
米
作
改
良
農
事
教
師
の
招
聘
か

ら
始
ま
る
長
野
県
の
蓄
力
犂
耕
の

導
入
は
、
各
地
で
改
良
犂
を
生
み

出
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
・
大
正
期
に
長
野
県
で
犂

製
造
を
し
普
及
台
数
の
多
か
っ
た

の
は
、
他
に
上
田
式
犂
（
中
村
六

郎　

上
田
鍛
治
町
）・
波
多
式
犂

（
波は
た
ご
し
多
腰
琢
次　

東
筑
摩
郡
波
多

村
）・
植
松
式
犂
（
植
松
峯
太
郎　

諏
訪
郡
本
郷
村
）・
山
崎
式
犂
（
更

級
郡
稲
荷
山
町
）
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
古
川
榮
一
郎
の
古
川
式
犂
と

と
も
に
波
多
式
犂
・
植
松
式
犂
も

明
治
四
十
四
年
の
帝
国
農
会
全
国

農
具
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
て
い
ま

す
。
犂
普
及
の
始
ま
っ
た
早
い
時
期

に
長
野
県
で
い
く
つ
も
の
犂
の
考
案

が
さ
れ
製
造
販
売
さ
れ
た
こ
と
は

興
味
深
い
こ
と
で
す
。
追
っ
て
こ
れ

ら
製
造
者
の
紹
介
を
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。（
文
中
敬
称
略
）
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伝
』

昭
和
二
十
九
年

大
日
本
農
会
『
日
本
の
鎌
・
鍬
・
犂
』

昭
和
五
十
四
年

松
山
株
式
会
社
『
大
地
を
耕
す
』

平
成
十
四
年

西
村　

卓
「
福
岡
県
実
業
教
師
の
派
遣

（
一
）」「
同
（
二
）」

平
成
元
年・二
年『
雑
誌　

経
済
学
論
叢
』

　

同
志
社
大
学

西
村　

卓
「
明
治
二
〇
年
代
長
野
県
に

お
け
る
林
遠
里
稲
作
改
良
法
の
導
入
」

平
成
七
年
『
雑
誌　

経
済
学
論
叢
』　

同
志
社
大
学

ど
の
掘
り
取
り
機
や
山
林
用
苗
木

の
育
成
農
家
の
た
め
に
ト
ラ
ク

タ
ー
用
苗
木
掘
り
取
り
機
な
ど
を

開
発
し
、
現
在
は
三
代
目
の
開
嶋

均
氏
が
自
社
開
発
の
マ
ル
チ
巻
取

機
を
は
じ
め
と
し
た
農
機
具
販
売

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
と
め
に

　

松
山
原
造
は
単

双
用
犂
を
特

許
申
請
し
た
後
の
明
治
三
十
四
年

広告には「娘田をすく、軽々と」の宣伝
二段耕犂の競犂会にて

（左から礒野・筑摩・日の本・上田）
｢我が一代記」より
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（
講
演
要
旨
）

○
業
界
紙
記
者
四
十
年
の
雑
感

○ 

「
国
際
家
族
農
業
年
」
そ
の
背
景
と
意
義

○ 

小
規
模
農
業
が
世
界
の
食
料
危
機
を
救
う

　
農
業
は
多
様
性
に
そ
の
本
質
が
あ
る
。
多

様
性
に
柔
軟
に
対
応
す
る
、
小
規
模
農
業
、

適
地
適
産
こ
そ
が
今
後
七
十
か
ら
百
億
人
に

達
す
る
人
口
を
養
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
世

界
の
農
業
技
術
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
日
本
は
こ
の
技
術
で
世

界
を
指
導
で
き
る
唯
一
の
国
で
あ
る
。

○ 
二
〇
〇
七
年
農
業
セ
ン
サ
ス
の
示
す
も
の

　

▲
ア
メ
リ
カ
の
Ｃ
Ｓ
Ａ

　
　

（ 
地
域
支
援
型
農
業
の
増
加
）

　

▲
フ
ラ
ン
ス
で
は
Ａ
Ｍ
Ｐ

　
　

（ 

家
族
農
業
を
守
る
会
）

　

▲
イ
タ
リ
ア
で
は
Ｇ
Ａ
Ｓ

　
　

（ 

連
携
購
買
グ
ル
ー
プ
）

　

▲ 

Ｃ
Ｓ
Ａ
の
原
型
は
日
本
の
地
産
地
消
連

携
で
あ
る

○
結
び
に

　
農
業
を
変
え
る
、
再
生
す
る
の
は
、
他
な

ら
ぬ
私
た
ち
一
人
一
人
で
あ
り
、
農
業
を
、

食
料
を
考
え
る
こ
と
は
、
自
分
自
身
を
考
え

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
国
際
家
族
農
業
年

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

と
と
ら
え
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

★
平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
二
日
㈮
協
同

サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
四
回

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
度
事

業
計
画
書
（案）
・
同
収
支
予
算
書
（案）
・
定
例
評

議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
参
加

者
全
員
の
承
認
を
得
て
終
了
し
た
。

　

七
．
二
一
契
約　

事
務
長　

山
越　

和
博

 

（
松
山
㈱
か
ら
出
向
）

◎
運
営
委
員
会
人
事

○
退
任
（
二
．
二
七
）

　
　
　

 

松
山　

信
久
、
林　
　

清
弘

○
新
任
（
六
．
二
二
）

　
　
　

 

清
水　

信
男
、
山
越　

和
博

　

松
山
㈱
の
平
成

二
十
七
年
度
新
入

社
員
は
、
四
月
一

日
㈬
の
入
社
式
終

了
後
、
当
館
を
訪

れ
、
松
山
㈱
創
業

以
来
の
犂
及
び
犂

の
歴
史
を
研
修
し

た
。

総
数 

七
三
五
人

〈
内
訳
〉

　
　

県
外
（
含
外
国
） 

七
七
、
四
％

　
　

東
信 

一
二
、
九
％ 

北
信 

七
、
五
％

　
　

中
信 

〇
、
六
％ 

南
信 

一
、
六
％

日
時
・
平
成
二
十
七
年
十
月
九
日
㈮

場
所
・
松
山
㈱
三
階
ホ
ー
ル

講
師
・
農
業
生
産
法
人

　
　
　

㈱
信
州
せ
い
し
ゅ
ん
村　

　
　
　

む
ら
お
さ　

小
林　

一
郎　

氏

演
題
・「
農
村
活
性
化
の
極
意
」

　
　
　

―
目
指
し
た
こ
と
・
や
っ
た
こ
と
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

知
っ
た
こ
と
―

サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
四
回

評
議
員
会
が
開
催
さ
れ

①
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
（案）
及
び
事
業

報
告
書
の
付
属
明
細
並
び
に
同
収
支
決
算
書

及
び
財
務
諸
表
等
を
、
監
事
に
よ
る
会
計
監

査
報
告
を
受
け
た
後
慎
重
審
議
さ
れ
、
出
席

者
全
員
の
承
認
を
得
た
。

②
定
款
の
変
更
（案）
の
承
認

　

定
款
第
二
十
三
条
に
第
三
項
と
し
て
「
代

表
理
事
は
、
毎
事
業
年
度
に
四
箇
月
を
越
え

る
間
隔
で
二
回
以
上
、
自
己
の
職
務
の
執
行

状
況
を
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
を
追
加
す
る
（案）
を
慎
重
審
議
さ
れ
出
席

者
全
員
の
承
認
を
得
た
。

③
理
事
・
監
事
改
選
の
件

　

理
事
全
員
及
び
監
事
一
名
が
今
定
例
評
議

員
会
の
終
結
時
に
任
期
満
了
に
な
る
た
め
改

選
を
行
っ
た
。

　

理
事
七
名
の
う
ち
五
名
が
再
選
重
任
、
二

名
が
退
任
、
新
た
に
二
名
が
選
任
さ
れ
、
監

事
一
名
が
再
選
重
任
さ
れ
た
。

平
成
二
十
七
年
度
役
員

○
理
事
長　
　

松
山　
　

武
（
新
）

　

理
事　
　
　

三
吉　

治
敬

　

 

同  　
　
　

宮
下　

孝
夫

　

 

同  　
　
　

福
井　
　

努

　

 

同  　
　
　

清
水　

英
一

　

 

同  　
　
　

松
山　

三
二

　

 

同  　
　
　

林　
　

清
弘
（
新
）

○
監
事　
　
　

羽
田　

俊
祐

　

 

同  　
　
　

弓
場　
　

法

　

尚
、
評
議
員
の
任
期
は
四
年
で
す
の
で
、

引
き
続
き
七
名
に
よ
る
構
成
で
す
。

◎
記
念
館
人
事
（
平
成
二
十
七
年
）

　

一
．
二
二
契
約　

事
務
員　

平
本　
　

実

　

平
成
二
十
六
年
十
月
十
七
日
㈮
松
山
記
念

館
主
催
、
上
田
市
・
上
田
市
教
育
委
員
会
後

援
で
、
松
山
㈱
三
階
ホ
ー
ル
に
て
、
第
二
十
三

回
文
化
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
、
㈱
農
経
新
報
社
常
務
取
締
役
緒

方
政
志
様
を
お
願
い
し
、『
国
際
家
族
農
業
年

と
日
本
農
業
』を
テ
ー
マ
と
し
て
講
演
さ
れ
た
。

 

（
聴
講
者
一
二
九
人
）

　

講
演
会
に
先

立
ち
主
催
者
を

代
表
し
て
松
山

信
久
理
事
長
が

挨
拶
に
立
ち
、

今
講
演
会
の
ご

後
援
を
頂
い
た

上
田
市
、
上
田

市
教
育
委
員
会
を
代
表
し
て
ご
出
席
頂
い
た

丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
産
業
観
光
課
課
長

補
佐
小
相
沢
隆
幸
様
と
、
ご
多
忙
の
な
か
本

日
の
講
演
を
お
引
き
受
け
頂
い
た
緒
方
政
寸

志
様
に
お
礼
を
述
べ
、
緒
方
様
の
業
界
に
造

詣
の
深
い
、
奥
深
い
話
が
う
か
が
え
る
こ
と
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
静
聴
お
願
い
し
ま
す
」
と

開
会
の
挨
拶
を
し
た
。

　

続
い
て
後
援
者
を
代
表
し
て
小
相
沢
様
か

ら
挨
拶
を
頂
い
た
。

　

講
師
は
、
ま
ず
冒
頭
に
、
今
年
は
国
連
が

定
め
た
「
国
際
家
族
農
業
年
」
で
あ
り
、
改

め
て
小
規
模
家
族
農
業
に
焦
点
が
当
た
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
意
義
を
中
心
に
、
世

界
の
労
働
人
口
の
四
十
七
％
が
農
業
従
事
者

で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
の
で
、
日
頃
感
じ
て
い

る
こ
と
を
お
話
し
致
し
ま
す
と
講
演
に
入
っ
た
。

★
平
成
二
十
七
年
二
月
六
日
㈮
協
同
サ
ー
ビ

ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
五
回
理
事
会

が
開
催
さ
れ
、

①
平
成
二
十
六
年
度
事
業
報
告
書
（案）
及
び
事

業
報
告
の
付
属
明
細
並
び
に
同
収
支
決
算
書

及
び
財
務
諸
表
等
を
、
監
事
に
よ
る
会
計
監

査
報
告
の
後
審
議
さ
れ
、
出
席
者
全
員
の
承

認
を
得
た
。

②
定
款
の
変
更
（案）
の
承
認

　

定
款
第
二
十
三
条
に
第
三
項
と
し
て
「
代

表
理
事
は
、
毎
事
業
年
度
に
四
箇
月
を
越
え

る
間
隔
で
二
回
以
上
、
自
己
の
職
務
の
執
行

状
況
を
理
事
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。」
を
追
加
す
る
（案）
を
審
議
さ
れ
、
出
席
者

全
員
の
承
認
を
得
た
。

③
理
事
・
監
事
改
選
の
件

　

理
事
全
員
及
び
監
事
一
名
が
次
回
の
定
例

評
議
員
会
の
終
結
時
に
任
期
満
了
に
な
る
。

よ
っ
て
、
理
事
七
名
の
う
ち
退
任
要
望
が
あ

る
以
外
の
五
名
の
理
事
と
監
事
の
一
名
再
選

重
任
と
理
事
二
名
の
選
任
を
お
願
い
し
て
了

解
を
得
て
、
次
回
定
例
評
議
員
会
に
上
程
す

る
こ
と
と
し
た
。

④
定
例
評
議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日
㈮
協
同
サ
ー

ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
開
催
を
可
決

承
認
。

★
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日
㈮
協
同

サ
ー
ビ
ス
㈱
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
六
回

理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
先
の
定
例
評
議
員
会

に
お
い
て
選
任
さ
れ
た
新
理
事
全
員
の
互
選

に
よ
り
松
山
武
氏
を
代
表
理
事
に
選
任
し
た
。

★
平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日
㈮
協
同

文
化
講
演
会
開
催

松
山
㈱
新
入
社
員
の
研
修
見
学

平
成
二
十
六
年
度
当
館
見
学
者

第
二
十
四
回
文
化
講
演
会
決
定

理
事
会
開
催

評
議
員
会
開
催


